
令和 2年度 深川小学校プログラミング教育 全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 観点の説明 
コンピュータに意図した処理を行うよう指示することができることを体験しながら 

低学年（１・２年） 中学年（３・４年） 高学年（５・６年） 

知識及び技能 

身近な生活でコンピ

ュータが活用されて

いることや，問題の

解決には必要な手順

があることを知る。 

・問題の解決には必要な手順が

あることが分かる。 

・問題解決の手順はさまざまに工夫 

することができることが分かる。 

・身近な生活でコンピュータが活用 

されていることに気付く。 

・問題解決の手順を論理的に組 

み立てることのよさが分か 

る。 

・体験を通して，プログラムの働

きやよさ，情報技術が社会を

支えていることに気付く。 

思考力，判断力， 

表現力等 

発達の段階に即し

て，「プログラミング

的思考」を育成する。 

※コンピュータを活

用せず、「プログラ

ミング的思考」を

育む場合も含む。 

・はじめ，中，終わりの構成を考 

えて伝えたいことをまとめ 

る。 

・事柄や意図する一連の活動の

順序に沿って構成や組み合わ

せを考える。 

 

・意図する一連の活動を実現するた 

め，どのような動きの組み合わせ 

が必要かを考える。 

・内容の中心を明確にし，まとまり 

をつくったり，自分の考えと理由 

の関係を明確にしたりしてまとめ 

る。 

・問題の解決に必要な情報を，視 

点を定めて分類したり多面的 

に検討したりする。 

・意図する一連の活動を実現す 

るため，動きの組み合わせや 

意図した活動に近付く改善策 

を考える。 

学びに向かう力，人

間性等 

発達の段階に即し

て，コンピュータの

働きを，よりよい人

生や社会づくりに生

かそうとする態度を

育む。 

・自分たちの身の回りの情報機

器に親しみ，すすんで利用し

ようとする。 

・友達と協力して活動に取り組 

む。 

・身の回りにはさまざまな情報機器 

が利用されていることに気付くと 

ともに，目的に応じて利用しよう 

とする。 

・課題の解決に向け，粘り強くやり抜 

こうとする。 

・身の回りの情報機器を，問題の 

解決や意図，目的に応じて適切 

に利用しようとする。 

・情報技術のよさや価値を社会 

や自らの将来に関連付けて考 

える。 

＜児童の実態＞ 

〇インターネットが使用

できる機器やスマート

フォンタブレットの普

及で児童の生活環境は

激変している。 

〇自分の携帯電話やスマ

ートフォンの所持率 

２８％ 

〇自分のパソコンやタブ

レットの所持率３５％ 

〇インターネットが使用

できるゲームの所持率

６７％ 

（H31．５・６年生） 

未来を切り拓く人間性豊かな子どもの育成 

＜本校の情報教育の目標＞ 

①情報活用の実践力 

②情報の科学的理解 

③情報社会に参画する態度 

①身近な生活や社会生活にコンピュータが活用され課題の解決には手順があることを知る。（知識・技能） 

②発達の段階に即して「プログラミング的思考」を育成する。（思考力・判断力・表現力） 

③発達の段階に即してコンピュータの働きをよりよい生活、よりよい人生に生かそうとする態度を育む。（学びに向かう力・人間性） 

操作内容 
１
年 

２
年 

３
年 

４
年 

５
年 

６
年 

電源 ON／ＯＦＦ ○ ○ ◎    

音量・照度の調節  ○ ○ ◎   

マウス操作／左クリック・ダブルクリック ○ ○ ◎    

マウス操作／右クリック・ドラッグ   ○ ◎   

ひらがな入力と漢字変換  ○ ◎    

ローマ字入力と漢字変換   ◎ ◎   

ﾘﾀｰﾝ･ｽﾍﾟｰｽ･ｴｽｹｰﾌﾟ･ｼﾌﾄなどのキー   ○ ◎   

文字の削除（ＢＳキー／ＤＥＬキー）   ○ ◎   

図形や文字のコピーや移動   ○ ○ ◎  

ソフトの起動と終了   ○ ○ ◎  

ＣＤドライブの操作   ○ ○ ◎  

プリンタの操作方法    ○ ◎ ◎ 

デジタルカメラで写真撮影 ○ ○ ◎ ◎   

デジタルカメラの写真取り込み    ○ ◎ ◎ 

文章の保存と呼び出し   ○ ◎ ◎  

インターネットへの接続方法   ○ ◎ ◎  

 

俵山・深川みすゞ学園目標 

 

知 【確かな学力】  自ら考え、思いを伝え合う子 

 

徳 【豊かで強い心】 進んで取り組み、やりぬく子 

 

体 【健やかな体】  笑顔いっぱい、元気な子 

本校のプログラミング教育の目標 

〈基本的な考え方〉 

〇情報技術を手段に論理的・

創造的に思考し、課題を

発見し、新たな価値を創

造する力を身に付ける。 

〇将来どのような職業につ

いても生かせる資質能力

を育む。 

本校のめざす児童像 

＜教師の願い＞ 
〇時代の変化に対応でき、２

０年後、３０年後に役立つ

力を身に付けてほしい。 

プログラミング教育の基礎的内容・学習 

〇 各教科等の論理的思考を育てる内容 

（子どもたちの発達段階に応じた内容） 

 

〇 各教科等の情報化に関する学習 

（情報教育の全体計画参照） 

 

〇 各教科等の主体的・対話的な学習 

（各教科の特質に応じた小集団活動等） 

情報活用能力（基本的な操作スキル） 

各団体等との連携 

〇ICT 支援員    〇市民ボランティア 

〇中学校・高校・大学・企業  

活用する情報機器等 

〇タブレット端末 〇プログラミングソフト等 

プログラミング教育で育む各学年の資質・能力 

コンピュータ基本操作に関する学習時期（◎必修 〇実態に応じて） 


